
み
出
す
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
共
和
国
に
よ

る
積
極
的
な
介
入
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
同
時
に
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
に
よ
る
振
興
政
策
を
背
景
に
各
地
か
ら
学
生
を

集
め
続
け
、
「
地
方
性
と
普
遍
性
」
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
以
上
の
発
展
を
遂
げ
た
の

で
あ
る
。

　
さ
て
欧
米
に
お
け
る
大
学
史
研
究
は
一
九
世
紀

に
さ
か
の
ぼ
る
伝
統
を
有
し
て
い
る
が
、
近
年
は

ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
末

期
の
学
識
者
』
（
野
口
洋
二
訳
、
創
文
社
、
二
〇

〇
五
年
）
の
よ
う
に
、
教
育
史
・
学
校
史
の
枠
に

と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
や
社
会
、
政
治
と
い
っ
た
広

い
文
脈
と
の
関
わ
り
の
中
で
教
育
や
知
識
人
の
展

開
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
増
加
し
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
中
世
大
学
史
研

究
も
ま
た
大
き
な
発
展
の
兆
し
を
示
し
て
い
る
。

単
磁
と
し
て
読
め
る
も
の
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
大
学
の
諸
相
を
扱
っ
た
田
中
峰
雄
『
知
の
運

動
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
五
年
）
、
広
く

ド
イ
ツ
全
体
を
対
象
と
す
る
平
野
～
郎
『
申
世
宋

期
ド
イ
ツ
大
学
成
立
史
研
究
』
（
名
古
屋
外
国
語

大
学
、
二
〇
〇
一
年
）
等
が
あ
る
。
本
書
は
地
域

と
し
て
は
初
め
て
イ
タ
リ
ア
を
専
門
的
に
取
り
扱

っ
た
研
究
書
で
あ
り
、
時
代
と
し
て
は
大
学
草
創

期
か
ら
中
世
末
期
ま
で
を
中
心
に
、
大
学
の
起
源

や
機
能
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
論
じ
、
さ
ら
に

は
近
世
以
降
の
展
望
に
関
し
て
も
極
め
て
示
唆
に

富
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
と
時
代
を
超
え

て
伝
播
し
、
絶
え
ず
変
化
を
経
験
し
つ
つ
今
日
な

お
存
続
す
る
大
学
と
い
う
組
織
、
ま
た
教
育
史
の

み
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
知
の
歴
史
」
に
興
味
を
持

た
れ
て
い
る
方
に
も
是
非
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
A
5
判
　
三
八
五
＋
七
〇
頁
　
二
〇
〇
七
年
一
二
月

　
　
　
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
税
鋼
七
六
〇
〇
円
）

　
　
（
中
田
恵
理
子
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

水
内
俊
雄
・
加
藤
政
洋
・
大
城
直
樹
著

『
モ
ダ
ン
都
市
の
系
譜

一
地
図
か
ら
読
み
解
く
社
会
と
空
間
1
』

　
本
書
は
、
大
阪
・
京
都
・
神
戸
を
中
心
と
す
る

京
阪
神
地
域
の
諸
都
市
を
対
象
に
、
前
近
代
か
ら

今
日
ま
で
の
都
市
形
成
の
諸
過
程
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
で
、
ど
の
よ
う
に
政
治
力
学
が
作
用

し
な
が
ら
都
市
空
間
が
構
築
さ
れ
て
き
た
か
、
そ

の
諸
相
を
具
体
的
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
大
き
な
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ケ
ー
ル

の
地
図
（
地
形
図
、
市
街
図
、
主
題
図
な
ど
）
や

空
申
写
真
、
景
観
写
真
等
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
地
図
読
解
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

セ
ッ
ト
と
し
て
都
市
空
間
に
切
り
込
む
ア
プ
ロ
ー

チ
の
有
効
性
を
、
地
理
学
の
研
究
者
や
学
生
た
ち

だ
け
で
な
く
、
広
く
～
般
の
読
者
に
も
示
そ
う
と

す
る
筆
者
た
ち
の
意
図
は
明
確
で
あ
る
。
加
え
て
、

新
聞
、
自
伝
、
文
学
等
を
豊
富
に
引
用
し
、
都
市

空
間
に
か
か
わ
る
記
述
や
醤
説
、
表
象
の
さ
れ
方

か
ら
、
人
々
が
都
市
空
間
を
ど
の
よ
う
に
消
費
し

た
か
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
点
に
も
特

色
が
あ
る
。

　
全
体
の
構
成
は
、
四
部
一
〇
章
か
ら
な
り
、
各

章
ご
と
に
特
論
と
し
て
一
～
三
の
ケ
…
ス
ス
タ
デ

イ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
－
部
「
近
代
都

市
空
間
の
成
立
」
で
は
、
明
治
・
大
正
期
に
城
下

町
が
変
貌
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
無
秩
序
で
自

然
発
生
的
な
新
市
街
地
が
旧
中
心
市
街
の
周
縁
に

出
現
し
、
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
が
形
成
さ
れ
た
。
こ

の
地
域
は
、
そ
の
後
の
都
市
空
間
形
成
の
主
要
な

舞
台
で
あ
る
一
方
面
、
前
近
代
の
都
市
空
間
の
特

質
を
さ
ま
ざ
ま
に
反
映
す
る
地
で
も
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
∬
部
「
モ
ダ
ン
都
市
」
で
は
、
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
、
郊
外
や
盛
り
場
と
い
う
新
し
い
都
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市
空
間
が
出
現
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

郊
外
住
宅
地
は
、
民
営
鉄
道
会
社
が
郊
外
生
活
と

い
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
、
都
市

と
近
郊
を
結
ぶ
路
線
を
敷
設
す
る
と
い
う
、
ソ
フ

ト
と
ハ
ー
ド
の
戦
略
を
通
じ
て
実
現
し
た
。
商
店

街
を
盛
り
場
へ
と
変
え
た
要
因
の
一
つ
は
、
ウ
イ

ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
街
歩
き
の
楽
し
み
と
い

う
都
市
空
間
の
消
費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
あ
っ
た

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
急
速
な
都
市

膨
張
と
都
市
社
会
の
変
容
に
対
応
す
る
た
め
、
一

九
～
九
年
の
都
市
計
画
法
公
布
以
後
、
都
市
計
画

と
社
会
調
査
・
七
会
政
策
と
が
並
行
し
て
推
進
さ

れ
て
ゆ
く
。

　
第
皿
部
「
戦
災
と
復
興
」
で
は
、
戦
時
中
か
ら

戦
争
直
後
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
｝
連
の
都
市
政

策
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
都
市
計
画
と
土
木
の

官
僚
の
主
導
で
新
興
工
業
都
市
計
画
が
進
め
ら
れ
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
る
～
方
、
軍
需

工
場
や
軍
施
設
の
立
地
で
突
発
し
た
大
量
の
住
宅

需
要
を
ま
か
な
う
た
め
に
住
宅
営
団
が
設
立
さ
れ

る
。
戦
時
下
の
建
築
疎
開
や
空
襲
に
よ
る
破
壊
、

さ
ら
に
、
戦
後
の
都
市
区
画
整
理
事
業
実
施
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
多
く
の
都
市
は
急
速
な

復
興
を
果
た
し
た
が
、
都
市
の
景
観
に
歴
史
的
な

要
素
が
失
わ
れ
、
画
一
化
す
る
結
果
に
も
な
っ
た
。

　
第
W
部
「
高
度
成
長
と
現
代
の
都
市
空
間
」
で

は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
経
済
復
興
と
と
も
に

都
市
化
が
再
び
急
速
に
な
っ
た
時
期
に
顕
在
化
し

た
二
つ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
　
｝
つ
は
、

未
整
備
地
の
無
断
・
無
許
可
使
用
に
よ
る
バ
ラ
ッ

ク
居
住
の
集
積
地
、
い
わ
ゆ
る
バ
ラ
ッ
ク
／
ス
ラ

ム
の
問
題
で
あ
り
、
他
の
～
つ
は
、
ア
ウ
タ
ー
リ

ン
グ
で
無
秩
序
開
発
の
進
む
ス
プ
ロ
ー
ル
地
帯
の

発
生
で
あ
る
。
前
者
は
、
同
和
地
区
を
中
心
と
す

る
住
宅
改
良
や
住
環
境
整
備
の
実
施
に
よ
り
解
決

が
図
ら
れ
、
後
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
住

宅
団
地
の
開
発
と
い
う
形
で
解
消
が
図
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
近
現
代
期
に
お
け
る
京
阪
神
地

域
の
都
市
空
間
形
成
の
様
相
が
、
一
〇
の
章
お
よ

び
一
六
の
豪
気
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
活
写
さ
れ
、
多
数
の
地
図

や
写
真
が
状
況
を
想
起
す
る
手
助
け
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
論
述
に
よ
っ
て
、
都
市
形
成
を
規
定
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
都
市

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
、
と
り
わ
け
下
層
に
あ

っ
て
と
も
す
れ
ば
犠
牲
に
な
り
が
ち
の
人
々
の
実

態
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
書
に
対
し
、
読
者
へ
の
配
慮
を
さ
ら
に
望
む

点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
大
半
の
地
図
が
十
分

に
鮮
明
と
は
言
い
難
い
。
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
図
が
多
く
、
解
像
度

が
低
い
た
め
、
ト
ー
ン
が
淡
く
、
描
線
が
不
明
瞭

で
あ
る
。
空
間
パ
タ
ー
ン
の
描
写
と
し
て
読
者
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
だ
け
で
な
く
、
街
区
や
地

名
な
ど
、
読
解
そ
の
も
の
が
困
難
な
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
凡
例
が
図
示
さ
れ
ず
、
注
記
に
よ
る
説
明

に
と
ど
ま
る
図
、
縮
尺
と
方
位
を
欠
く
図
も
あ
る
。

読
図
術
が
主
題
で
あ
る
と
謳
う
著
者
た
ち
の
意
が

十
分
に
く
み
取
れ
な
い
。
ま
た
、
本
文
中
で
（
　
）

内
に
引
用
文
献
を
示
し
て
い
る
が
、
関
達
す
る
文

献
の
リ
ス
ト
が
文
末
に
挙
げ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
読

者
の
手
引
き
と
な
っ
た
と
思
う
。
な
お
、
ス
ペ
ル

ミ
ス
、
用
語
の
不
統
一
等
が
散
見
さ
れ
る
の
も
惜

し
ま
れ
る
。

　
本
書
の
特
質
は
、
都
市
周
縁
の
イ
ン
ナ
ー
リ
ン

グ
の
魅
力
を
前
面
に
出
し
た
近
現
代
・
都
市
空
間

論
に
あ
る
。
都
市
を
形
作
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
、

旧
来
の
も
の
と
新
奇
な
も
の
、
光
と
影
、
表
と
裏
、

調
和
と
対
立
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
共
存
し
混
交
す

る
地
と
し
て
、
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
再
興
を
目
指
し
て
い
る
点
に
、
大
阪
の
街
を

徹
底
的
に
歩
き
込
ん
だ
三
人
の
著
者
の
個
性
と
愛

着
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
本
書
に
刺
激
さ
れ
て
、

街
歩
き
に
出
か
け
た
く
な
る
読
者
、
あ
る
い
は
都

市
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
読
者
は
少
な
く
な
か
ろ
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介紹

う
と
想
像
す
る
。

（
A
5
版
　
三
三
五
頁
　
二
〇
〇
八
年
五
月

　
　
　
　
　
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
　
税
別
二
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
（
田
中
和
子
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
〇
日
～

　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
一
三
日
）

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
三
二

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
四
－
一

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
一
－

　
一
一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
皿
橋
研
究
編
集
委

　
口
貝
ム
瓜
）
一
二
＝
一
1
～
一
（
涌
｝
巻
一
⊥
ハ
○
）

入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
〇
1
四

哲
學
研
究
（
京
都
哲
學
會
）
五
八
六

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
五
四

摂
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
）
一
六

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
三

　
八
史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
一
七
－
九

九
州
国
際
大
学
　
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法

　
学
会
）
一
五
1
　

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
編
集
）
七
二
六

〇
国
肉
○
累
○
ω
ク
ロ
ノ
ス
（
京
都
橘
女
子
大
学
女

　
性
歴
史
文
化
研
究
所
）
二
九

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
九
二
巻
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
九
本
の
論
考
の
内
容
に
か
か
わ
り
ま

す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
順
に
並
べ
ま
す
と
、
モ
ノ
の
変

遷
と
社
会
の
性
格
、
政
治
・
統
治
に
お
け
る
言
説
、

政
治
議
論
の
組
織
化
、
戦
争
・
支
配
と
経
済
・
通

貨
、
法
体
系
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
大
学
、
都
布
空
閥
の
形
成
、
と
い
っ
た

も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
い
ま
置
か

れ
て
い
る
現
在
を
意
識
せ
ず
に
は
読
む
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
た
、
時
を
経
て

あ
ら
た
め
て
違
っ
た
読
み
方
が
で
き
る
楽
し
み
を

も
っ
た
力
作
ば
か
り
で
す
。
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
育
人
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
7
讐
　
＼
〉
垂
誤
。
ρ
邑
画
。
■
這
ω
年
＼
ぎ
絶
×
．
匿
巨

二。。

B。

ﾁ
竺
璽
語
翻
定
価
［
、
二
〇
〇
円

史
林
第
九
二
巻
第
二
骨
（
遜
巻
第
瞬
七
四
号
）

　
　
　
寒
都
市
左
京
拭
古
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
麗
A
膨
・
七
五
）
蓋
干
二
七
八
七

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
振
替
京
都
〇
一
〇
七
〇
－
二
－
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
藤
　
井
　
譲
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

173 （457）


